
 

 

  

平成 31年３月８日  

各 位  

会 社 名 アライドアーキテクツ株式会社 

代表者名  代 表 取 締 役 社 長  豊増  貴久 

 （コード番号：6081 東証マザーズ） 

問合せ先  執 行 役 員  簗  隼 人 

 （TEL 03-6408-2791） 

 

 

（訂正・数値データ訂正）「平成 30年 12 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正に 

関するお知らせ 

 

平成 31年２月 13日に公表いたしました「平成 30 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」

の開示内容につきまして、一部訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。 

また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値データも送信いたします。 

  

 

記 

 

1．訂正の理由 

「平成 30年 12 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の公表後、記載内容に一部訂正すべき事

項が判明したことによるものであります。 

 

2．訂正の内容 

訂正箇所については下線を付して表示しております。 

 

  



＜サマリー情報 1 ページ＞ 

１． 平成 30年 12月期の連結業績（平成 30 年 1月 1日～平成 30年 12月 31 日） 

【訂正前】 

 

 

【訂正後】 

 

  



 

＜サマリー情報 2 ページ＞ 

※注記事項 （2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

【訂正前】 

 

【訂正後】 

 

 

＜サマリー情報 2 ページ＞ 

※注記事項 （3）発行済株式数（普通株式） 

【訂正前】 

 

【訂正後】 

 

 

  



＜サマリー情報 2 ページ＞ 

（参考）個別業績の概要 

平成 30年 12月期の個別業績（平成 30 年 1月 1日～平成 30年 12月 31 日） 

【訂正前】 

 

 

【訂正後】 

 

 

＜添付資料 2～3ページ＞ 

１． 経営成績等の概況 

（1） 経営成績に関する分析 

【訂正前】 

（略） 

以上の結果、当連結会計年度において、売上高は 4,088,683 千円（前連結会計年度比 27.1%

減）、営業損失は 12,248千円（前連結会計年度は営業損失 57,445 千円）、経常損失は 246,598

千円（前連結会計年度は経常損失 150,449 千円）、親会社株主に帰属する当期純損失は

366,662千円（前連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純損失 1,575千円）となりまし

た。 



【訂正後】 

（略） 

以上の結果、当連結会計年度において、売上高は 4,088,683 千円（前連結会計年度比 27.1%

減）、営業損失は 14,673千円（前連結会計年度は営業損失 57,445 千円）、経常損失は 251,159

千円（前連結会計年度は経常損失 150,449 千円）、親会社株主に帰属する当期純損失は

369,488千円（前連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純損失 1,575千円）となりまし

た。 

 

（次期の見通し） 

【訂正前】 

（略） 

以上により平成 31 年 12月期の連結業績につきましては、売上高は 4,210百万円（前年同

期比 2.97％増）、営業利益 251百万円（前年同期は営業損失 12百万円）、経常利益 238百万

円（前年同期は経常損失 246 百万円）、親会社株主に帰属する当期純利益 146 百万円（前年

同期は親会社株主に帰属する当期純損失 366百万円）を見込んでおります。 

 

【訂正後】 

（略） 

以上により平成 31 年 12月期の連結業績につきましては、売上高は 4,210百万円（前年同

期比 2.97％増）、営業利益 251百万円（前年同期は営業損失 14百万円）、経常利益 238百万

円（前年同期は経常損失 251 百万円）、親会社株主に帰属する当期純利益 146 百万円（前年

同期は親会社株主に帰属する当期純損失 369百万円）を見込んでおります。 

 

（2） 財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

【訂正前】 

（資産） 

当連結会計年度末における資産合計は、前連結会計年度と比べて 244,696千円減少し、

3,055,457千円となりました。これは主に、現金及び預金が 116,343 千円増加した一方で、

投資有価証券が 336,817千円減少したこと等によるものであります。 

（負債） 

当連結会計年度末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて 162,669 千円増加し、

1,665,792千円となりました。これは主に、1 年内返済予定長期借入金が 127,926 千円、長

期借入金が 342,620千円増加した一方、買掛金が 249,839 千円減少したこと等によるもので

あります。 

 

 

  



（純資産） 

当連結会計年度末における純資産は、前連結会計年度末に比べて 407,366千円減少し、

1,389,665千円となりました。これは主に、親会社に帰属する当期純損失 366,662 千円を計

上したこと等によるものであります。 

 

【訂正後】 

（資産） 

当連結会計年度末における資産合計は、前連結会計年度と比べて 255,720千円減少し、

3,044,434千円となりました。これは主に、現金及び預金が 116,343 千円増加した一方で、

投資有価証券が 336,808千円減少したこと等によるものであります。 

（負債） 

当連結会計年度末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて 153,450 千円増加し、

1,656,573千円となりました。これは主に、1 年内返済予定長期借入金が 127,926 千円、長

期借入金が 342,620千円増加した一方、買掛金が 247,438 千円減少したこと等によるもので

あります。 

（純資産） 

当連結会計年度末における純資産は、前連結会計年度末に比べて 409,170千円減少し、

1,387,860千円となりました。これは主に、親会社に帰属する当期純損失 369,488 千円を計

上したこと等によるものであります。 

② キャッシュ・フローの状況 

【訂正前】 

当連結会計年度末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年

度末に比べて 116,343 千円増加し、1,360,600 千円となりました。 

当連結会計年度におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において、営業活動により使用した資金は 364,167千円となりました（前

年同期は 168,662千円の支出）。これは主に、税金等調整前当期純損失 278,815千円を計上

した一方で、仕入債務が 240,160千円減少したこと及び持分法による投資損失 195,301千円

を計上したこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において、投資活動により使用した資金は 2,739千円となりました（前年

同期は 483,292 千円の支出）。これは主に、有形固定資産の取得による支出 6,680 千円及び

無形固定資産の取得による支出 34,394 千円があった一方で、投資有価証券の売却による収

入 42,860千円等があったものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において、財務活動の結果得られた資金は 487,837千円となりました（前

年同期は 208,277千円の収入）。これは主に、長期借入れによる収入 700,000千円があった

一方で、長期借入金の返済による支出 229,454千円等があったものであります。 



【訂正後】 

当連結会計年度末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年

度末に比べて 116,343 千円増加し、1,360,600 千円となりました。 

当連結会計年度におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において、営業活動により使用した資金は 362,030千円となりました（前

年同期は 168,662千円の支出）。これは主に、税金等調整前当期純損失 283,376千円を計上

した一方で、仕入債務が 236,173千円減少したこと及び持分法による投資損失 195,301千円

を計上したこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において、投資活動により使用した資金は 2,739千円となりました（前年

同期は 483,292 千円の支出）。これは主に、有形固定資産の取得による支出 6,680 千円及び

無形固定資産の取得による支出 34,394 千円があった一方で、投資有価証券の売却による収

入 42,860千円等があったものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度において、財務活動の結果得られた資金は 485,700千円となりました（前

年同期は 208,277千円の収入）。これは主に、長期借入れによる収入 700,000千円があった

一方で、長期借入金の返済による支出 229,454千円等があったものであります。 

  



＜添付資料 6～7ページ＞ 

４． 連結財務諸表及び主な注記 

（1） 連結貸借対照表 

【訂正前】 

  



 

  



【訂正後】

 

 

  



 

  



＜添付資料 8ページ＞ 

（2） 連結損益計算書及び連結包括利益計算書 

（連結損益計算書） 

【訂正前】 

 

  



【訂正後】

 

  



＜添付資料 9ページ＞ 

（2） 連結損益計算書及び連結包括利益計算書 

（連結包括利益計算書） 

【訂正前】 

 

 

【訂正後】 

 

 

  



＜添付資料 11 ページ＞ 

（3）連結株主資本等変動計算書 

 当連結会計年度（自 平成 30 年１月１日 至 平成 30 年 12月 31日） 

【訂正前】 

 

  



【訂正後】 

  



＜添付資料 12 ページ＞ 

（2）連結キャッシュ・フロー計算書 

【訂正前】

 

  



【訂正後】

 

  



＜添付資料 15～16ページ＞ 

（1株当たり情報） 

【訂正前】 

 

 

【訂正後】 

 

 

【訂正前】 

 

 

【訂正後】

 

以  上 


